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議案第31号

令和2年度東伊豆町水道事業会計予算

（総則）

第1条令和2年度東伊豆町水道事業会計の予算は､次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第2条業務の予定量は､次のとおりとする。

(1)給水件数5,820件

(2)年間総給水量2,306,000㎡

(3)一日平均給水量6，317㎡

(4)主な事業稲取地区新規井戸活用に向けた詳細設計(計画2年目）

新白田浄水場建設に向けた測量･地質調査(計画初年度)等

（収益的収入及び支出）

第3条収益的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定める。

収入

水道事業収益
営業収益

営業外収益

款
項
項

１
１
２

第
第
第

千円

千円

千円

431,482

412,735

18,747

支出

第1款水道事業費用

第1項営業費用

第2項営業外費用

第3項特別損失

第4項予備費

円
円
円
円
円

千
千
千
千
千

427,191

391,072

35,118

1

1,000

－1－



（資本的収入及び支出）

第4条資本的収入及び支出の予定額は､次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額196,665千円は、
過年度分損益勘定留保資金196,665千円で補てんするものとする｡）

第1款資本的支出

第1項建設改良費

第2項企業債償還金

支出

196,665

99,757

96,908

千円

千円

千円

（債務負担行為）

第5条債務負担行為をすることができる事項､期間及び限度額は､次のとおり定める。
事 項期間

水道検針業務委託令和3年度から令和4年度まで
限度額

10,954千円

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第6条予定支出の各項の経費を流用することができる場合は､次のとおりと定める。
(1)消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における営業費用と営業外費用の間の流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第7条次に掲げる経費については､その経費の金額を､それ以外の経費に流用し､又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する
場合は､議会の議決を経なければならない。

(1)職員給与費88,628千円

（たな卸資産の購入限度額）

第8条たな卸資産の購入限度額は､8,793千円と定める。

令和2年3月4日提出

東伊豆町長太田長八

－2－



令和2年度東伊豆町水道事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出

収入 (単位:千円）

款 項 目 予定額 備考

1.水道事業収益 431,482

1.営業収益 412,735

1.給水収益 395,000水道料金

2.簡易水道収益 15,200水道；S･金

3.受託工事収益 1給水工事収入

4.その他営業収益 2,534開閉栓手数料等

2.営業外収益 18,747

1.受取利息及び配当金 77預金利息

2;分担金 1,243給水分担金

3.長期前受金戻入 16,859長期前受金戻入

4.雑収益 568雑収入

－3－
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支出 (単位:千円）

款 項 目 予定額 備考

1.水道事業費用 427,191

1.営業費用 391,072

1.原水及び浄水費 73,742取水及び浄水諸費用

2.配水及び給水費 97,965配水施設維持管理及び給水諸費用

3.簡易水道事業費用 6,677簡易水道事業諸費用

4.受託工事費 1受託工事諸費用

5.総係費 55,103水道事業運営に関する諸費用

6.減価償却費 153,226固定資産減価償却費

7.資産減耗費 4,357固定資産除却費

8.その他営業費用 1科目存置

2.営業外費用 35,118

1.支払利息及び企業債取扱費 16，918企業債利息

2.消費税 18,000消費税及び地方消費税

3.雑支出 200過年度還付金等

3.特別損失 1

1.その他特別損失 1科目存置

4.予備費 1,000

1.予備費 1,000予備費



資本的収入及び支出

支出 (単位:千円）

款 項 目 予定額 備考

1.資本的支出 196,665

1.建設改良費 99,757

1.原水及び浄水施設整備費 2,446原水及び浄水施設関係工事

2.簡易水道施設整備費 12,000簡易水道施設関係工事

3.配水及び給水施設整備費 54,500配水及び給水施設関係工事

4.固定資産購入費 9,511固定資産等購入費

5.調査費 21,300詳細設計等業務費用

2.企業債償還金 96,908

1.企業債償還金 .96,908元金償還金

－5－



令和2年度東伊豆町水道事業会計予定キャッシュフロー計算書

1．

2

(令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

(△は減少）

業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

資産減耗費

賞与引当金の増加額（△は減少）
法定福利費引当金の増加額（△は減
貸倒引当金の増減額（△は減少）
長期前受金戻入額

受取利息及び配当金

支払利息

未収金の増減額（△は増加）
未払金の増減額（△は減少）

たな卸資産の増減額（△は増加）
小計

利息及び配当金の受取額
利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出
投資活動によるキャッシュ・フロー

3．財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良企業債償還による支出
財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増加額（又は減少額）
資金期首残高

資金期末残高

(単位：千円）

△2，586

153,226

4，357

193

△60

484

△16，859

△77

16，918

△12，932

5，087

292

148,043

77

△16，918

131,202

A91,441

△91，441

△96，908

△96，908

△57，147

668,888

611,741

－6－



1.営業収益

(1)給水収益

(2)簡易水道収益

(3)受託工事収益

(4)その他営業収益

2.営業費用

(1)原水及び浄水費

(2)配水及び給水費

(3)簡易水道事業費用

(4)受託工事費

(5)総係費

(6)減価償却費

(7)資産減耗費

(8)その他営業費用

営業利益

令和元年度東伊豆町水道事業会計予定損益計算書(前年度分）
（平成31年4月1日から令和2年3月31日まで）

366,431

15,363

1

1，850

86，315

84,291

5,826

1

55,769

153,048

3,407

1

383,645

388,658

3.営業外収益

(1)受取利息及び配当金

(2)分担金

(3)長期前受金戻入

(4)雑収益

4.営業外費用

(1)支払利息及び企業債取扱費

(2)雑支出

経常利益

5.特別損失

(1)その他特別損失

6.予備費

A5,013(1)予備費

当年度純利益

前年度繰越利益剰余金

当年度未処分利益剰余金

76

1,328

17,790

799

19,295

182

946

1,000

(単位:千円）

19,993

19,477 516

△4,497

946

1,000 A1,946

△6,443

82,250

75,807

－7－



令和元年度東伊豆町水道事業会計予定貸借対照表(前年度分）

1．固定資産

（1）有形固定資産

イ．土地

ロ．建物

減価償却累計額

ハ．構築物

減価償却累計額

二・機械及び装置

減価償却累計額

ホ．車両運搬具

減価償却累計額

へ．工具器具及び備品

減価償却累計額

ト．その他有形固定資産

減価償却累計額

チ．建設仮勘定

有形固定資産合計

（2）無形固定資産

イ，水利権

ロ．ソフトウェア

無形固定資産合計

固定資産合計

2．流動資産

（1）現金・預金

（2）未収金

貸倒引当金

（3）貯蔵品

流動資産合計

資産合計

(令和2年3月31日）

資産の部

334,810

△205,377

6,080,724

△3,646,764

2,077,345

A1,602,803

18，107

△15，579

25，283

A16,609

1,204

△1，083

373,719

337,407

129,433

2,433,960

474,542

2,528

8,674

121

373,719

1,268

8,551

49，722

A3,530

3,760,384

9,819

668,888

46,192

579

－8－

(単位：千円）

3,770,203

715,659

4,485,862



一

負債の部
(単位：千円）

3．固定負債

（1）企業債

固定負債合計

4．流動負債

（1）企業債

（2）未払金

（3）引当金

（4）預り金

流動負債合計

5．繰延収益

（1）長期前受金

イ．国庫補助金

収益化累計額

ロ．県補助金

収益化累計額

ハ．他会計補助金

収益化累計額

二・工事負担金

収益化累計額

ホ．受贈財産評価額

収益化累計額

へ．寄付金

収益化累計額

長期前受金合計

繰延収益合計

負債合計

638,433

638,433

96,907

11,676

7，116

1，669

117,368

143,388

△117,192 26,196

217,533

△189,944 27,589

224,362

△185,315 39,047

249,011

A190,451 58,560

647,333

A456,221 191,112

100,755

A70,954 29,801

372,305

372,305

1,128,106

-9-



6．

7．

資本金

（1）自己資本金

資本金合計

剰余金

（1）資本剰余金

イ．県補助金

ロ．工事負担金

ハ．受贈財産評価額

資本剰余金合計

（2）利益剰余金，

イ．建設改良積立金

ロ．当年度未処分利益剰余金

利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

負債・資本合計

資本の部

2，904

1,060

49,275

234,158

76，510

-10-

(単位：千円）

2,993,849

2,993,849

53,239

310,668

363,907

3,357,756

4,485,862



1．固定資産
（1）有形固定資産

イ．土地

ロ．建物

減価償却累計額

ハ．構築物

減価償却累計額

二・機械及び装置

減価償却累計額

ホ．車両運搬具

減価償却累計額

へ．工具器具及び備品

減価償却累計額

卜．その他有形固定資産

減価償却累計額

チ．建設仮勘定

有形固定資産合計

（2）無形固定資産

イ．水利権

ロ．ソフトウェア

無形固定資産合計

固定資産合計

2．流動資産

（1）現金・預金

（2）未収金

貸倒引当金
（3）貯蔵品

流動資産合計

資産合計

令和2年度東伊豆町水道事業会計予定貸借対照表
(令和3年3月31日）

資産の部

334,810

△210,402

6,099,739

A3,760,647

2,126,050

△1,632,904

18，107

△15，817

25，283

A18,017

1,204

△1，084

393,083

1,083

6,166

337,407

124,408

2,339,092

493,146

2,290

7,266

120

393,083

7,249

62，654

△4，015

3,696,812

7,249

611,741

58,639

287

(単位：千円）

3,704,061

670,667

4,374,728

－11－



3．固定負債

（1）企業債

固定負債合計

4．流動負債

（1）企業債

（2）未払金

（3）引当金

（4）預り金

流動負債合計

5．繰延収益

（1）長期前受金

イ．国庫補助金

収益化累計額

ロ．県補助金

収益化累計額

ハ．他会計補助金

収益化累計額

二・工事負担金

収益化累計額

ホ．受贈財産評価額

収益化累計額

へ．寄付金

収益化累計額

長期前受金合計

繰延収益合計

負債合計

負債の部

143,388

△117,639

217,533

A190,499

224,362

△187,273

249,011

△193,212

647,334

△465,567

100,755

△72，748

25,749

27,034

37,089

55,799

181,767

28,007

539,725

98,708

16,763

7，249

1，668

355,445

－12－

(単位：千円）

539,725

124,388

355,445

1,019,558



6．

7．

資本金

（1）自己資本金

資本金合計

剰余金

（1）資本剰余金

イ．県補助金

ロ．工事負担金

ハ．受贈財産評価額

資本剰余金合計

（2）利益剰余金

イ．建設改良積立金

ロ．当年度未処分利益剰余金

利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

負債・資本合計

資本の部

2,904

1,060

49,275

234,158

73，924

2,993,849

53,239

308,082

(単位：千円）

2,993,849

361,321

3,355,170

4,374,728

－13－
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令和2年度東伊豆町水道事業会計予算参考書
収益的収入及び支出

収 入
(蛍付2千円）

支 出
r出水学．エtm

款項 目 本年度予定額 前年度予定額 比較
各目砿

卸 金額

紐

恥記
1.水道事業収益 431,482 440,318 △8,836
1.営業収益

1.給水収益
2.簡易水道収益

3.受託工事収益

4.その他営業収益

412,735

395,000

15,200

1

2,534

420,655

402,000

16,900

1

1,754

△7,920

A7,000

A1,700
0

780

1.水道料金
1 水道料金
1 受託工事収益
1 材料売却収益
2 手数料
3 他会計負担金
4 雑収益

395,000

15,200
1

1

433

2,099
1

上水道粥,金

簡易水速:料金
受託工募:収入

瓶や卜元司J1で金
一
三
口者手数料

イ』会計負担金

季･目存置
2.営業外収益

1．受取ラ§U息及び配当金

2.分担金

3.長期前受金戻入

4.雑収益

18,747

77

1,243

16,859

568

19,663

76

1,229

17,790

568

A916

1

14

A931

0

1.預金利息
1 給水分担金
1 長期前受金戻入
1 不用品売却収益
2 その他雑収益

77

1,243

16,859

1

567

預豊
漣二
Zノ§I』息

給スく‘う担金

長:タ月前受金戻入
瀧･ド1存置

熟胃収入

款項 目 本年度予定額 前年度予定額 比較
各目 荻

節 金額

細

附記
1.水道事業費用 427,191 409,475 17,716
1.営業費用

1.原水及び浄水費
391,072

73,742

373,979

70,201

17,093

3,541 1．給料

2.手当

3．賞与弓 当金箔1入額

17,782

7,732

2,390

1髄員5名

瑚木到咽手当4,786十門

扶養手当156千円
時間外手当200千円
通勤手当447千円
宿日直手当2,143千円
令和3年度夏期期末勤勉手当引当



(単位:千円）

－15－

款項 目 本年度予定額 前年度予定額 比較
各目砿

節 金額

紐

鮒記

2.配水及び給水費

『

3.簡易水道事業費用

97,965

6,677

88,785

6,112

9,180

565

14.備消［ I費
15 燃料3ワ

16 光熱I
18 通信； ;搬費
19 委託；
20 手数｝
21 賃借）
22 修繕IF

26 動力 『

27.薬品I
28.材料
37 保険I
38 公課I

P

1 給料
2.手当

3.賞と.引当金繰入額
9 報‘ 費
14 備

1

品費
15 燃 費
18 通‘ 運搬費
19 委 ；料
20 手’ h料
21 賃‘ '料
22 修i'費
26 動フ 費
28 材オ 費
37 保膨料
38 公調 Ⅱ

，費
14 備搾 品費
18 通‘ 運搬費
19 委託料

185

129

22

261

5,915

28

4,792

4,177

24,132

6,102

50

38

7

11,805

4,458

1,612

300

570

317

2,342

8,197

43

1,745

12,796

53,409

20

288

63

20

131

1,281

消；毛品等
燃）斗費

プロパンガス代
電話代
電気保安管理､水質検査等

浄化槽法定検査手数料等

借地料等

修繕費

電気代〆

薬品代
材料代

損害賠償保険等
自動車重量税

職員3名分

期末勤勉手当3,223千円
扶養手当120千円
時間外手当450千円
通勤手当266千円
管理職手当399千円
令和3年度夏期タi末勤勉手当引当

当番工事店論礼
消耗品等

燃料代

電話代

電気保安管理､量フ<話父渓寺
車検代行手数料等

借地料等

修繕費

電気代

材料代

損害賠‘償保険等
白雷h毒舌昼壬凸

f日ボヒロロ寺

電話代

薬品注入装置点検等



款項 目 本年度予定額 前年度予定額 比較
節

21.賃借料
22.修繕費
26.動力費

27.薬品費

28.材料費
4.受託工事費 1 1 022.材料費
5.総係費 55,103 52,512 2,591 1.給料

2.手当

3.賞与引当金繰入額
5.法定福利費

6．法定福利費引当金繰入額

7 報酬
10 旅費
14 備消品費
15 燃料妻
17 印刷勇1本費
18.通信追:搬費
19.委託米
20.手数粥

21.賃借粥

22.修繕書
31 会費負担金
37 保険料
38 公課費
42 貸倒弓 当金繰入額

各目砿

金額
231

1,720

1,536

1,738

20

1

15,544

5,476

2,155

18,582

1,092

198

169

429

236

411

872

7,167

74

809

300

190

392

7

1,000

－16－

(単付2千円）

細

附記

昔地粥

修繕賓
P

電気代

薬品代

応急復旧用材料

飛･目存置

脂i員4名分．

期末勤勉手当4,314千円

扶養手当0千円
時間外手当450千円
通勤手当256千円
特殊勤務手当58千円
管理職手当398千円
令和3年度夏期期末勤勉手当引当

共済組合負担金10,734千円

その他費用7,848千円
令和3年度夏期期末勤勉手当の法定福利費引当

水道料金審議会委員報酬

普通旅費

消；毛品等

燃｝斗始

納入：閏知書等

電話代､郵便料

検針､集金､電算関係委託等

新聞折込料等

公営企業会計システム共同化に伴う使用料

自嘗 )車点検修繕費等
水1:協会負担金等
損予 :賠償保険等
I税

未収金に対する貸倒金引当



(単位:千円）

款項 目 本年度予定額 前年度予定額 比較
各目明細

節 金額 附記

6.減価償却費 153,226 152,466 760 1.有形固定資産 150,656有形固定資産減価償却費

減価償却費

2.無形固定資産 2,570無形固定資産減価償却費

減価償却費
7.資産減耗費 4,357 3,901 456 1.固定資産除却費 4,357資産減耗費
8.その他営業費用 1 1 0 1.雑支出 1科目存置

2.営業外費用 35,118 34,495 623

1.支払利息及び企業債取扱費 16,918 19,295 △2,377 1.企業債利息 16,918企業債利息
2.消費税 18,000 15,000 3,000 1.消費税 18,000消費税及び地方消費税
3.雑支出 200 200 0 1.その他雑支出 200過年度還付金等

3.特別損失 1 1 0

1.その他特別損失 1 1 075.その他特別損失 1科目存置
4.予備費 1,000 1,000 0

1．予備費 1,000 1,000 0 1．予備費 1,000予備費

－17－
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的収及び支仕

収入

(里付2千円）

款項 目 本年度予定額 前年度予定額 比較
各目砿

節 金額

紐

附記
1.資本的収入 0 1,106 A1,106
8.固定資産 0 1,106 A1,106
売却代金 1.土地売却‘七金 0 1,106 A1,106 1,土地売却代金 0土地売却代金

支出
(堂イウ･千円｝

款項 目 本年度予定額 前年度予定額 比較
各目砿

節 金額

細

附記
1.資本的支出 196,665 207,305A10,640
1.建設改良費 99,757 112,775A13,018

1.原水及び浄水 2,446 8,708 △6,26239.工事請負費 2,446原水及び浄水施設関係工事
施設整備費
2.簡易水道施設 12,000 15,188 △3,18839.工事請負費 12,000簡易水道施設関係工事
整備費

3.配水及び給水 54,500 75,910A21,41039.工事請負費 54,500配水及び給水施設関係工事
施設整備費

4.固定資産購入費 9,511 3,969 5,542 1.量水器購入費 8,285量水器購入費

3.器具備品購入費 1,226器具備品購入費
5.調査費 21,300 9,000 12,30019.委託料 21,300詳細設計等業務費用

2.企業債償還金 96,908 94,530 2,378
1.企業債償還金 96,908 94,530 2,378 1.元金償還金 96,908元金償還金



給与費明細書

1．総括

給与費

区分 職員数（人） 報酬 給料 手当

(千円） (千円） (千円）

本年度 12 45，131 23,823

前年度 12 43,133 21,935

比較 0 1,998 1,888

区分 扶養手当 時間外手当 住居手当 通勤手当 期末勤勉手当

本年度 276 1，100 0 969 18,480

手当の内訳

前年度 198 1，100 0 872 17,143

比較 78 0 0 97 1,337

計

(千円）

68,954

65,068

3,886

児童手当

0

0

0

法定

福利費

(千円）

19,674

19，867

△193

管理職手当

797

399

398

合計

(千円）

88,628

84,935

3,693

(単位：千円）

特殊勤務手当 宿日直手当

58 2,143

58 2,165

0 △22

－19－



2．給料及び手当の増減額の明細

区分 増減額（千円） 増減事由別内訳（千円）

給与改定に伴う増減分

昇給に伴う増減分

給料 1,998
昇給期間短縮に伴う増減分

その他増減分

手当 1,888その他増減分

3．給料及び手当の状況

（1）職員1人当たり給与

区分

平均給料月額（円）

令和2年4月1日現在 平均給与月額（円）

平均年齢（歳）

平均給料月額（円）

平成31年4月1日現在 平均給与月額（円）

平均年齢（歳）

-20-

説明 備考

659 該当職員数9人

1,339他会計異動等 該当職員異動職員数3名

1,910増額分

職員手当の内訳どおり

△22減額分

一般行政職 技能労務職

329,281 281,656

346,244 290,231

44.6 48.2

310,022 278,544

321,009 287,119

42.6 47.8



(2） 初任給

区分 一般行政職（円） 技能労務職（円）
一般会計の制度

一般行政職（円） 技能労務職（円）

高校卒 154,900 143,800 154,900 143,800

大学卒 182,200 169,100 182,200 169,100

（3）級別職員数

区分
一般行政職

級 職員数（人） 構成比（％）

技能労務職

級 職員数（人） 構成比（％）

1級 1 12.5 1級 0 0.0

2級 1 12.5 2級 0 0．0

3級 2 25.0 3級 4 100.0

令和2年4月1日現在 4級 2 25.0

5級 0 0.0

6級 2 25.0

計 8 100.0 計 4 100.0

1級 1 12．5 1級 0 0.0

2級 2 25.0 2級 0 0.0

3級 1 12.5 3級 4 100.0

平成31年4月1日現在、 4級 2 25.0

5級 1 12.5

6級 1 12.5

計 8 100.0 計 4 100.0

－21－
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(級別の標準的な職務内容）

（4）昇給期間短縮

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

一般行政職

主事補、主事

技師補、技師

主任主事

高度の知識又は経

験を必要とする業

務を行う技師

主査

主任技師

係長

浄水場長

課長補佐

主幹

浄水場長

課長

技監、参事

参与

技能労務職

作業員の職務 技能又は経験を必

要とする職務

指揮監督の職務又は相当の技能、

経験を必要とする職務

区分 合計 一般行政職 技能労務職

本
年
度

職員数(A)(人）

昇給に係る職員(B)(人）

号級数別内訳

2号級（人）

4号級（人）

6号級（人）

8号級（人）

比率(B)/(A)(%)

12

12

1

11

100.0

8

8

1

7

～

66.7

4

4

4

33.3

前
年
度

職員数(A)(人）

昇給に係る職員(B)(人）

号級数別内訳

2号級（人）

4号級（人）

6号級（人）

8号級（人）

比率(B)/(A)(%)

12

12

2

10

100.0

8

8

2

6

66.7

4

4

4

33.3



（5）特殊勤務手当

区分 全職員

給料総額に対する比率（％） 0．13

支給対象職員の比率（％）
33.33

(令和2年4月1日現在）

支給対象職員1人当りの

1,200

平均支給月額（円）

代表的な特殊勤務手当の名称

（6）期末手当・勤勉手当

支給期別支給率
区分

6月（月分） 12月（月分）

本年度 2.250 2.250

前年度 2.225 2.225

一般会計の制度 2.250 2.250

3月（月分）

一般行政職

0.18

50.00

1,200

水道業務従事手当

支給率

(月分）

4．50

4．45

4．50

職務上の段階、職務の

級等による加算措置

有

有

有

技能労務職

備考

-23-
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（7）定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

20年勤続の者 25年勤続の者 35年勤続の者 最高限度

区分 その他の加算措置等 退職時特別昇給 備考

(月分） (月分） (月分） (月分）

支給率等 24.586875 33.27075 47.709 47.709
早期退職特別措置
(2％～45％加算）

1■■■■■

一般会計の制度（支給率等） 24.586875 33.27075 47.709 47.709
早期退職特別措憧
(2％～45％加算）

－

（8）その他の手当

区分 一般会計の制度との異同 差異の内容

扶養手当 一般会計と同じ

住居手当 一般会計と同じ

通勤手当 一般会計と同じ



事項

(議決年度）
限度額

水道検針業務委託

(新規）
10，

へ

954

債務負担行為に関する調書

前年度末までの支払義務発生支出（見込）額 当該年度以降の支払義務発生予定額

期間 金額 期間

令和3年度から

令和4年度まで

金額

10, 954

(単位：千円）

左の財源内訳

水道事業収益

10， 954

－25－



令和2年度東伊豆町水道事業会計予算における注記

1．重要な会計方針

地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表を作成している。

（1）たな卸資産の評価基準及び評価方法

ア量水器

先入先出法による原価法

（2）固定資産（償却資産）の減価償却の方法

定額法を採用している。

（3）引当金の計上方法

ア退職給付引当金

一般会計で全職員分を計上しているため、退職給付引当金は計上していない。
イ賞与引当金

職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、支給額のうち当該年度に負担する額を計上している。
ウ法定福利費引当金

職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当該年度に負担する額を計上している。
エ貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率により算定し計上している。
（4）消費税及び地方消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

2．予定貸借対照表等関連

（1）引当金の取り崩し

ア賞与引当金

－26－

令和2年度において、期末手当、勤勉手当、期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費として10，871千円を支給するた
め、賞与引当金7，116千円を取り崩している。

イ貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に充てるため、貸倒引当金1，000千円を取り崩すこととしている。


